
ともに挑戦 ともに感動 ともに笑顔 自然と夢のあるビッグハートタウン

22 世紀の理
ふ る さ と

想郷 吉備中央町

人口のうごき 平成26年７月1日現在（　）は前月との増減

世　帯　5,600戸（－8）人　口　12,540人（－21）

●火　災　情　報　☎ 086-226-0119（現在の火災情報）
●岡山市内救急病院案内　☎ 086-231-0119（岡山市消防局の職員から管内の休日・夜間の救急病院案内・診察情報）

【編集発行】
吉備中央町企画課　〒 716-1192　岡山県加賀郡吉備中央町豊野 1-2　　☎ 0866-54-1314　  0866-54-1307
　　　　　　　　　ホームページ　http://www.town.kibichuo.lg.jp/　　 E-mail kikaku@town.kibichuo.lg.jp

この広報紙は自然保護のため再生紙を使用しています。

火災・救急
テレホンガイド
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男　6,007人（－12）
女　6,533人（ －9）

ご寄附に感謝します 育英資金（敬称略）

香典返し（金一封） 石田　和彦（下加茂）戸田　一郎（広面）

食中毒注意報発令中！！
　夏場は気温、湿度ともに高く、食中毒の原因となる細菌が増えやすくなります。
　現在、岡山県内全域で食中毒注意報が発令されています。食品の取り扱いには下記の点に
注意しましょう。

愛育委員会活動報告 下竹支部
　６月１３日、下竹荘保育園で園児と一緒に柏餅を作りました。
　耳たぶほどの柔らかさにこね、100個以上に小分けにされた生地を園児
たちが丸めて、平たく広げて餡を包みます。園児たちは小さな手で一生懸
命餡を包みながら「あんこが出た～」「包めないよ～」「できた～」など、かわ
いい声が飛び交いました。そして餡を入れたお餅に薄く片栗粉をまぶして
柏の葉でくるんで完成。私たちも「じょうずにできたね」と声をかけながら

見守っていると、園児たちの顔は「やっ
たー」というような満足そうな表情をしていました。
　柏餅が蒸し上がるまでは園児たちと音楽に合わせて踊ったり、年長さん
たちがダンスを披露してくれたりしました。その後、蒸し上がった柏餅を全
員でいただき、楽しい時間を過ごしました。

食中毒予防の三原則
2「迅速・冷却」
　　　（菌を増やさない）
　●生鮮食品は、できるだけ早く

食べましょう。
　●調理したものは、早く食べま

しょう。
　●生鮮食品や調理後の食品は

10℃以下で保存しましょう
（生食用生鮮魚介類は、４℃
以下で保存するよう努めま
しょう）。

3「加熱」（菌をやっつける）
　●加熱して食べる食品は、中心部まで十分に火を通しましょう。
　●特に、食肉等は、中心部まで十分に火を通しましょう（食肉の生

食は避けましょう）。

1「清潔」（菌をつけない）
　●調理前、食事前、用便後には、手をよく洗いましょう。
　●台所は整理整頓し、常に清潔にしましょう。
　●まな板、ふきんなどの調理用具は、十分に洗浄消毒を行いましょう。
　●ハエ、ゴキブリなどの衛生害虫は、定期的に駆除しましょう。
　●魚介類は真水で十分洗い、専用のまな板を使いましょう。
　●焼き肉などの際は、生肉を扱う箸と食べる箸を使い分けましょう。

広 報
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主な記事
・P02～特集　吉備中央町合併10周年記念事業が実施されます　　　
・P10～役場からのお知らせ
・P16～インフォメーション

【初夏の風物詩、豊岡地区のホタル】



広報きびちゅうおう  2014. ８月号 23 広報きびちゅうおう  2014. ８月号

■特　集 ■特　集

　

吉
備
中
央
町
は
、
今
年
10
月
1
日
に
合
併

10
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　

こ
の
記
念
す
べ
き
節
目
の
年
を
町
民
の
皆

さ
ま
と
共
に
お
祝
い
し
、
未
来
に
向
け
た
更

な
る
発
展
に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
吉
備
中
央

町
合
併
10
周
年
の
各
種
記
念
事
業
を
実
施
し

ま
す
。

　

今
月
号
で
は
、
合
併
10
周
年
記
念
事
業
の

概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

　

記
念
事
業
は
、
我
が
町
の
良
さ
を
再
認
識

す
る
と
と
も
に
、
町
外
へ
そ
の
魅
力
を
発
信

す
る
絶
好
の
機
会
で
す
。

　

ぜ
ひ
、
ご
参
加
い
た
だ
き
、
全
町
民
一
体

と
な
っ
て
こ
の
記
念
す
べ
き
年
を
も
り
あ
げ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

が

�

実
施
さ
れ
ま
す

吉
備
中
央
町
合
併
10
周
年
記
念
事
業

   

平
成
26
年
10
月
１
日
吉
備
中
央
町
が

  

誕
生
し
て
10
年
を
迎
え
ま
す
！

  

事
業
の
実
施
期
間

  

合
併
10
周
年
記
念
式
典
を
開
催

  

し
ま
す

　

実
施
期
間
は
、
27
年
３
月
31
日
ま
で
と
し

ま
す
。

　

吉
備
中
央
町
誕
生
か
ら
の
合
併
10
周
年
の

歩
み
を
振
り
返
り
、
さ
ら
な
る
町
民
の
一
体

　

次
の
ペ
ー
ジ
で
は
本
年
度
実
施
さ
れ
る

記
念
事
業
・
町
主
催
事
業
・
町
協
賛
事
業

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

吉備中央町合併10周年記念事業一覧
10 主 協� …10周年を記念して実施される事業　　　…町主催・共催事業　　　…町協賛事業

実施日 行事名
８月 13日

㈬
夏期巡回ラジオ体操・みんなの
体操会

30日
㈯

吉備高原鬼伝祭
　�詳しくは、22ページのイベント情
報をご覧ください。

９月 ６日
㈯

吉備中央町社会福祉大会
会場：ロマン高原かよう総合会館
主催：㈳吉備中央町社会福祉協議会

28日
㈰

鼓童交流公演
　�詳しくは、22ページのイベント情
報をご覧ください。

10月 １日
㈬ 吉備中央町合併記念日

４日
㈯

吉備中央町合併10周年記念式典

５日
㈰

わっしょい和んさか吉備高原
フェスタ
会場：吉備高原都市センター区
　　　さんさん広場周辺
主催：�わっしょい和んさか吉備高原

フェスタ運営委員会

11月 ９日
㈰

ぐるっと　ツール・ド・吉備中央

22日
㈯

一日こども図書館フェスティバ
ル in きびちゅうおう
主催：�一日こども図書館フェスティ

バル実行委員会
会場：�ロマン高原かよう総合会館

24日
（月・祝）

岡崎嘉平太がめざした世界平和
への道を考える講演会
主催：岡崎嘉平太記念館
会場：�吉備高原リゾートホテル３階

大ホール

12月 上旬 生涯学習・人権フェスタ in き
びちゅうおう
主催：�吉備中央町・吉備中央町教育

委員会
会場：ロマン高原かよう総合会館

主

主

10

10

協

協

主

主

主 10

協

協

※実施内容等については、今後変更する場合があります。あらかじめご了承ください。

　平成26年度の夏期巡回ラジオ体操・みんなの体操会を
吉備中央町で開催いたします。
　体操会の模様は、NHKラジオ第１放送で全国生放送さ
れます。吉備中央町の元気を全国に届けましょう。
　なお、当日参加された方には記念品をご用意しており
ます。
　と　き：平成26年８月13日㈬
　　　　　午前５時30分受付開始
　　　　　午前６時開会　午前６時40分閉会
　　　　　※午前６時までに会場へお集まりください。
　　　　　※参加は自由です（無料）
　ところ：かもがわ総合スポーツ公園野球場
　　　　　（上田東2360－３)
　　　　　※駐車場あり
　　　　　※雨天時会場…同公園内体育館
　　　　　※�雨天の場合は室内用運動靴をご持参ください。
　主　催：株式会社かんぽ生命保険、NHK、
　　　　　NPO法人全国ラジオ体操連盟
　共　催：吉備中央町、吉備中央町教育委員会
　主　管：株式会社かんぽ生命保険岡山支店、
　　　　　NHK岡山放送局、岡山県ラジオ体操連盟
　【お問い合わせ先】
　　保健課　地域保健班　☎０８６６－５４－１３２６

　町のスポーツ振興に寄与するだけでなく、町の魅力を
より広く町外に発信しながら、町内外の交流を図るため、
町内を巡るサイクリング大会を実施します。
　このイベントはタイムレースではなく、ツーリングを
楽しむ大会となります。
　会　場：吉備中央町一円
　コース：70㎞コース
　　　　　※�町内を１周する

コース
　　　　　※�中学生以上の自

転車競技に興味
のある方が対象
となります。

　　　　　10㎞コース
　　　　　※�吉備高原都市内を一周するコース
　　　　　※小学生以上の希望者が対象となります。
　主　催：ぐるっと　ツール・ド・吉備中央実行委員会
【お問い合わせ先】　
　　ぐるっと　ツール・ド・吉備中央実行委員会
　　（教育委員会事務局生涯学習班内）
　　　　　　　　　　　　☎０８６６ー５６ー９１９１

感
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
醸
成
を
図
る
た

め
、
合
併
10
周
年
記
念
式
典
を
開
催
し
ま�

す
。

　

式
典
で
は
、
祝
賀
式
典
と
記
念
講
演
の
二

部
構
成
で
実
施
し
ま
す
。

　

会　

場

　
　
　

ロ
マ
ン
高
原
か
よ
う
総
合
会
館

　

主　

催

　
　
　

吉
備
中
央
町

吉
備
中
央
町
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
、

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
制
定

し
ま
す

　

町
民
の
皆
さ
ま
は
も
と
よ
り
、
誰
に
で
も

分
か
り
や
す
く
親
し
み
や
す
い
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
、
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
制

定
す
る
こ
と
で
、
町
の
こ
と
を
も
っ
と
好
き

に
な
っ
て
も
ら
う
だ
け
で
な
く
、
観
光
Ｐ
Ｒ

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
広
報
媒
体
や
定
住
促
進

施
策
な
ど
に
活
用
す
る
こ
と
で
、
全
国
へ
吉

備
中
央
町
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
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学校跡地利用に関するアンケート調査結果について

　閉校となった中学校跡地の有効活用について協議検討の参考とするため、町民の中から2,500名を無作為に抽
出し意見・要望を聞く意識調査を本年2月に実施しました。
　また、自治組織の代表者（139名）の方にも同様の意識調査を実施ました。その調査結果について概要を報告
します。

調　査　方　法

調　査　結　果
　人口構成比により年代ごと、地域別に男女各1,250人を無作為抽出し、郵送により実施。複数選択式。

　グラフは、複数回答を可としていましたので回答者総数に対する意見割合を示し、グラフ下欄の数字は、回答
項目を表しています。

①町民を対象とした調査（回収件数1,179件、回収率47.2％）
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加茂川中学校跡 竹荘中学校跡 吉川中学校跡 大和中学校跡●全集計結果

１．集会場などの公共施設　２．災害時等の避難施設　３．自然エネルギー再生利用用地
４．町営住宅や住宅用分譲地などの居住用地　５．福祉施設　６．サッカーなどのスポーツ広場
７．公園や憩いの広場　８．企業用地　９．美術品などを展示する文化施設

回
答
項
目
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加茂川中学校跡 竹荘中学校跡 吉川中学校跡 大和中学校跡●学区内意見集計結果

１．集会場などの公共施設　２．災害時等の避難施設　３．自然エネルギー再生利用用地
４．町営住宅や住宅用分譲地などの居住用地　５．福祉施設　６．サッカーなどのスポーツ広場
７．公園や憩いの広場　８．企業用地　９．美術品などを展示する文化施設

１．集会場などの公共施設　２．災害時等の避難施設　３．自然エネルギー再生利用用地
４．町営住宅や住宅用分譲地などの居住用地　５．福祉施設　６．サッカーなどのスポーツ広場
７．公園や憩いの広場　８．企業用地　９．美術品などを展示する文化施設　
10. 学校などの教育関連施設（自治組織代表者調査のみ）

回
答
項
目

回
答
項
目

②自治組織代表の方を対象とした調査　( 回収件数77件、回収率55.4％ )
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加茂川中学校跡 竹荘中学校跡 吉川小学校跡 大和中学校跡●自治組織代表者意見集計結果（学区別）

※�凡例に吉川小学校跡とあるのは、中学校跡へ小学校を移転する計画があるため、移転後の小学校を想定してい
ます。

　以上が調査結果の概要で、これ以外にもさまざまな個別意見もいただきました。今回の概要を含め、今後の事
業の参考とさせていただきます。ご協力をいただいた皆さまには、誠にありがとうございました。

　この結果からでは意見を集約した一つの方向性を見出すことはできませんでした。
　そこで、加茂川・竹荘・大和中学校跡地については、まずは、利用希望の企業や団体の一般公募を含め民間活
力の活用について模索検討し、より良い跡地利用を選定し、地域の活性化につながるよう進めていくこととしま
した。
　なお、吉川中学校跡については、校舎が老朽化している吉川小学校を移転し小学校施設として活用することと
しています。移転後空き校舎となる小学校校舎は耐震強度が低く危険なことから解体撤去する方向で検討してい
ます。

今 後 の 進 め 方

【お問い合せ先】　企画課　総合政策班　☎０８６６－５４－１３１４
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吉
備
中
央
町
国
際
化
推
進
協
会

総
会
及
び
研
修
会

岡
山
県
土
木
協
会
表
彰

　

６
月
４
日
、
岡
山
衛
生
会
館
（
岡
山
市
）
で
岡
山
県
栄
養

改
善
会
長
表
彰
及
び
第
41
回
岡
山
県
栄
養
改
善
奨
励
賞
の
伝

達
式
が
行
わ
れ
、
杉す

ぎ

山や
ま

弘ひ
ろ

子こ

さ
ん
（
神
瀬
）
が
会
長
表
彰
、

森も
り

田た

光て
る

子こ

さ
ん
（
岨
谷
）
が
奨
励
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

栄
養
改
善
会
長
表
彰
は
、
多
年
に
わ
た
り
地
区
の
栄
養
改

善
活
動
に
貢
献
さ
れ
た
方
に
贈
ら
れ
、栄
養
改
善
奨
励
賞
は
、

若
手
の
栄
養
委
員
で
地
域
の
健
康
づ
く
り
活
動
に
お
い
て
将

来
的
に
期
待
さ
れ
る
方
に
対
し
て
贈
ら
れ
る
も
の
で
す
。

　

杉
山
さ
ん
は
、
平
成
18
年
度
に
栄
養
教
室
を
受
講
さ
れ
、

町
栄
養
改
善
協
議
会
円
城
支
部
副
支
部
長
を
経
て
平
成
21
年

４
月
に
は
同
支
部
長
に
就
任
。
森
田
さ
ん
は
、
平
成
22
年
度

に
栄
養
教
室
を
受
講
さ
れ
、
同
協
議
会
の
副
会
長
を
経
て
平

成
25
年
度
か
ら
は
会
長
を
務
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

お
二
人
と
も
、
行
政
や
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
学
校
等
と

の
連
携
を
図
る
と
と
も
に
、
地
域
に
根
ざ
し
た
健
康
づ
く
り

活
動
を
積
極
的
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
評
価
さ
れ
、
今
回

の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

５
月
26
日
、
ロ
マ
ン
高
原
か
よ
う
総
合
会
館
で
、
平
成
26

年
度
吉
備
中
央
町
国
際
化
推
進
協
会
総
会
及
び
研
修
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
協
会
は
、
吉
備
中
央
町
の
も
つ
人
的
、
知
的
資
源
を
活

用
し
な
が
ら
、
国
際
化
の
推
進
を
図
る
と
と
も
に
、
人
づ
く

り
、ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
す
る
た
め
に
活
動
を
さ
れ
て
お
り
、

当
日
は
32
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
平
成
25
年
度
の
事
業
報
告
、
決
算
報
告
お
よ

び
平
成
26
年
度
予
算
（
案
）、
事
業
計
画
（
案
）
が
審
議
、

承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
役
員
改
選
で
は
、
井い

の

上う
え

弘ひ
ろ

志し

さ

ん
（
吉
川
）
が
会
長
に
再
任
さ
れ
、
副
会
長
に
小こ

寺で
ら

愛あ
い

子こ

さ

ん
（
豊
野
）、堀ほ

り

口ぐ
ち

修お
さ
む

さ
ん
（
宮
地
）
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
開
催
さ
れ
た
研
修
会
で
は
「
ネ
パ
ー
ル
を
旅
し
て

観
た
風
景
」
と
題
し
て
、伊い

佐さ

地じ

隆た
か
し

さ
ん
、絵え

美み

さ
ん
（
北
）

夫
妻
に
よ
る
講
演
が
行
わ
れ
、
参
加
者
は
熱
心
に
講
演
に
聴

き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

５
月
30
日
、
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
岡
山
に
お
い
て
、
岡

山
県
土
木
協
会
表
彰
授
与
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
、
道
路
、
河
川
、
砂
防
に
関
し
て
長
年
に
わ

た
り
地
域
の
美
化
活
動
や
活
性
化
に
功
績
が
あ
っ
た
個
人
ま

た
は
団
体
を
表
彰
す
る
も
の
で
、
吉
備
中
央
町
か
ら
は
加
茂

市
場
住
民
会
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

加
茂
市
場
住
民
会
は
、
平
成
15
年
度
よ
り
宇
甘
川
等
の
草

刈
清
掃
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
活
動
が
評
価
さ
れ
、
こ

の
た
び
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

６
月
３
日
、
賀
陽
庁
舎
で
自
衛
官
募
集
相
談
員
の
委
嘱
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
相
談
員
は
、
自
衛
隊
の
広
報
宣
伝
活
動
の
一
環
を
担

い
、
自
衛
官
の
志
願
者
に
関
す
る
情
報
の
提
供
や
、
地
方
協

力
本
部
が
行
う
募
集
へ
の
支
援
を
行
う
こ
と
を
目
的
に
設
置

さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

式
で
は
、
自
衛
隊
岡
山
地
方
協
力
本
部
の
松ま

つ

尾お

幸ゆ
き

成な
り

本
部

長
が
「
若
い
人
材
の
活
躍
の
場
と
し
て
、
自
衛
隊
で
活
躍
で

き
る
人
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
、
国
に
貢
献
し
て
い
た
だ
き

た
い
」
と
激
励
。
そ
の
後
、
浅あ

さ

尾お

澄す
み

男お

さ
ん
（
北
）
と
、
難な
ん

波ば

隆た
か

夫お

さ
ん（
北
）の
お
二
人
に
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

任
期
は
２
年
で
、
今
後
は
入
隊
希
望
者
の
紹
介
、
本
人
や

家
族
、
企
業
等
に
対
す
る
説
明
な
ど
の
啓
発
活
動
へ
の
支
援

を
行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

６
月
28
日
に
満
百
歳
を
迎
え
ら
れ
る
太お

お

田た

艶つ
や

子こ

さ
ん
（
吉

川
）
の
祝
賀
会
が
6
月
24
日
、
入
所
さ
れ
て
い
る
軽
費
老
人

ホ
ー
ム
こ
ぶ
し
苑
で
百
歳
の
祝
賀
会
が
開
催
さ
れ
、県
、町
、

社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
記
念
品
や
祝
金
な
ど
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。

　

会
場
に
歩
い
て
入
場
さ
れ
た
太
田
さ
ん
は
、
施
設
の
職
員

が
用
意
し
た
飾
り
つ
け
を
ご
覧
に
な
り
「
ま
あ
び
っ
く
り
仰

天
！
」
と
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
て
喜
ば
れ
「
こ
こ
に
い
る
と
安

心
し
て
生
活
で
き
る
か
ら
長
生
き
が
で
き
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
」
と
感
謝
の
気
持
ち
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

太
田
さ
ん
は
、
広
島
県
福
山
市
の
ご
出
身
で
、
家
政
科
の

教
師
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
平
成
17
年
に
岡
山
市
か
ら
現
在

の
こ
ぶ
し
苑
に
入
所
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
で
も
お
部
屋
は
太

田
さ
ん
が
き
ち
ん
と
整
理
整
頓
さ
れ
る
そ
う
で
す
。

　

７
月
１
日
、
葛く

ず

原は
ら

キ
ク
エ
さ
ん
（
田
土
）
が
満
百
歳
を
迎

え
ら
れ
、
入
所
さ
れ
て
い
る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
き
び
ハ

イ
ツ
で
百
歳
の
祝
賀
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
で
は
県
、

町
、
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
記
念
品
や
祝
金
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。

　

葛
原
さ
ん
は
岨
谷
の
ご
出
身
で
、
21
歳
で
ご
結
婚
。
農
業

や
洋
服
の
仕
立
の
仕
事
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ご
本
人
は
長
生
き
の
秘
訣
を
「
朝
早
く
起
き
て
、
夜
は
夜

な
べ
を
す
る
こ
と
」
と
話
さ
れ
、
ご
家
族
も
、
農
業
を
し
て

体
を
鍛
え
た
こ
と
や
40
年
間
続
け
た
ご
詠
歌
も
体
に
よ
か
っ

た
と
思
い
ま
す
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ご
家
族
の
日
出
子
さ
ん
に
「
大
事
に
大
事
に
世
話

を
し
て
く
れ
た
か
ら
こ
こ
ま
で
生
き
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
、
あ
り
が
と
う
」
と
感
謝
の
気
持
ち
を
伝

え
ら
れ
ま
し
た
。

平
成
26
年
度
岡
山
県
栄
養
改
善
協
議
会
会
長
表
彰

第
41
回
岡
山
県
栄
養
改
善
奨
励
賞
伝
達
式

満
百
歳
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

自
衛
官
募
集
相
談
員
委
嘱
式

左から３人目が浅尾さん、４人目が難波さん

　

７
月
１
日
現
在
で
町
内
の
１
０
０
歳
以
上
の
方
は
男
性
２

人
女
性
15
人
。
最
高
齢
の
方
は
１
０
３
歳
で
す
。

　

お
二
人
と
も
こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
、
ま
す
ま
す
の
ご
長

寿
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
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下
竹
荘
小
学
校
ス
ク
ー
ル
コ
ン
サ
ー
ト

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
総
会

赤
十
字
救
急
法
講
習
会

津
賀
公
民
館
放
送
川
柳
30
周
年

　

放
送
川
柳
は
、
川
柳
を
通
し
て
物
事
の
本
質
を
と
ら
え
、

言
葉
の
大
切
さ
を
知
り
、
広
い
知
識
と
豊
か
な
心
情
を
養
う

こ
と
を
目
指
す
と
と
も
に
、
広
く
皆
さ
ん
に
耳
か
ら
川
柳
の

面
白
さ
と
楽
し
さ
を
味
わ
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
津

賀
公
民
館
が
毎
月
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

昭
和
59
年
４
月
の
放
送
開
始
か
ら
毎
月
か
か
さ
ず
実
施

し
、
本
年
３
月
の
放
送
で
30
周
年
（
３
６
０
回
）
を
迎
え
ま

し
た
。

　

平
成
９
年
３
月
か
ら
は
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
と
し
て
小
中
学
生

か
ら
句
の
募
集
を
開
始
。
今
で
は
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
に
お
い
て

は
、毎
月
約
２
０
０
名
の
投
句
が
あ
り
、新
た
な
柳
人
も
続
々

と
誕
生
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
30
周
年
を
記
念
し
て
、
川
柳
作
品
を
募
集
し
た
と
こ

ろ
、次
の
皆
さ
ん
が
入
賞
さ
れ
ま
し
た
の
で
、ご
紹
介
し
ま
す
。

《
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
》　
宮
脇　

和
恵
選
（
投
句
者
206
名
）

　
「
佳
作
」

　

た
め
息
を
笑
顔
に
か
え
る
友
の
声�

三
宅　

千
尋

　

笑
顔
咲
く
地
域
の
人
の
あ
た
た
か
さ�
笹
井　

祐
也

　

笑
お
う
よ
心
の
雲
が
晴
れ
る
は
ず�
難
波　
　

龍

　

母
さ
ん
の
笑
顔
が
消
え
た
通
知
表�

井
上
奈
々
子

　

東
北
の
人
々
に
咲
け
笑
顔
花�

上
田　

陸
人

　
「
三
光
」

　

人　

あ
り
が
と
う
笑
顔
に
な
れ
る
ひ
と
言
を

�

岩
野
祐
雅
里

　

地　

い
じ
め
ゼ
ロ
君
の
笑
顔
が
見
た
い
か
ら

�

小
林　

優
日

　

天　

困
難
の
壁
を
こ
え
た
ら
あ
る
笑
顔

�

中
野　

樹
奈

《
一
般
の
部
》　
生
駒　

聖
天
選
（
投
句
者
26
名
）

　
「
佳
作
」

　

何
も
か
も
包
ん
で
し
ま
う
笑
い
声�

植
木　

直
子

　

笑
い
た
い
け
れ
ど
笑
え
ぬ
事
多
く�

大
月　

義
之

　

過
疎
だ
け
ど
山
が
唄
っ
て
野
が
笑
う�

海
士
部
節
子

　

満
場
を
笑
い
の
渦
に
す
る
話
術�

河
田　

和
枝

　

お
茶
だ
け
で
せ
め
て
笑
顔
の
お
も
て
な
し�

早
原
登
美
子

　
「
三
光
」

　

人　

笑
っ
た
り
笑
わ
れ
た
り
の
共
白
髪

�

浅
田　

君
子

　

地　

あ
り
が
と
う
五
文
字
に
笑
顔
足
し
て
生
き

�

黒
瀬　

嘉
子

　

天　

微
笑
を
つ
ぎ
足
し
夢
へ
一
歩
ず
つ

�

宮
脇　

和
恵

　

５
月
30
日
、下
竹
荘
小
学
校
で
、

岡
山
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
管
弦

楽
団
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
ス
ク
ー
ル

コ
ン
サ
ー
ト
（
主
催
＝
文
化
庁
・

岡
山
県
教
育
委
員
会
）
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
子
ど
も

た
ち
に
、
優
れ
た
芸
術
に
接
す
る

機
会
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
に

開
催
さ
れ
た
も
の
で
、
同
校
児
童

23
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
管
弦
楽
団

の
演
奏
に
よ
る
校
歌
の
斉
唱
や
メ

ヌ
エ
ッ
ト
な
ど
の
名
曲
を
披
露
。

ま
た
、
フ
ル
ー
ト
や
ク
ラ
リ
ネ
ッ

ト
な
ど
の
楽
器
の
音
色
の
違
い
を
解
説
を
交
え
て
演
奏
さ

れ
、
参
加
し
た
児
童
た
ち
は
、
手
拍
子
を
し
た
り
し
て
、
楽

し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
行
わ
れ
た
指
揮
者
体
験
で
は
、
武た

け

村む
ら

楓か
え
で

さ
ん
（
１

年
）、
大お

お

木ぎ

信し
ん

太た

朗ろ
う

さ
ん
（
４
年
）、
仁に

澤ざ
わ

亜あ

紀き

さ
ん
（
５
年
）

の
3
名
が
、指
導
を
受
け
な
が
ら
、指
揮
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

６
月
１
日
、
か
よ
う
総
合
ス
ポ
ー
ツ
公
園
に
お
い
て
、
体

育
協
会
主
催
に
よ
る
第
８
回
吉
備
中
央
町
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
及

び
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
真
夏
の
よ
う
な
日
差
し
の
中
、
野
球
場
で
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
３
チ
ー
ム
、
体
育
館
で
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
４
チ
ー
ム

が
参
加
し
、
選
手
同
士
の
親
睦
を
図
り
な
が
ら
、
熱
戦
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

●
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

　
　

優　

勝
：
北
部
会
か
ら
来
ま
し
た
! !

　
　

準
優
勝
：
北
の
人
々

　
　

３　

位
：
リ
ハ
・
ビ
リ
ー
ズ

　

●
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　
　

優　

勝
：
上
竹
Ｕ
Ｂ
，Ｓ

　
　

準
優
勝
：
御
北
マ
マ
サ
ン
バ
レ
ー

　
　

３　

位
：
津
賀
マ
マ
さ
ん

　
　

４　

位
：
Ｋ
Ｂ
Ｔ
Ｂ
Ｃ

　

６
月
３
日
、
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
吉
備
中
央
町
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
単
位
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
を
は
じ
め
町
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
役
員
、
女
性
委
員
な
ど
約
60
人
が
出
席
。
毛も

う

利り

政た
だ
し

会
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
老
人
ク
ラ
ブ
育
成
指
導
等
に
貢

献
さ
れ
た
２
団
体
と
10
名
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
今
年
度
の
事
業
計
画
や
予
算
に
つ
い
て
協
議
が

行
わ
れ
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
か
も
が
わ
荘
の
小お

澤ざ
わ

克か
つ

之ゆ
き

施
設
長
に
よ
る
「
地
域
で
の
支
え
合
い
」
と
題
し
た
講
演

が
行
わ
れ
「
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
、
助
け
助

け
ら
れ
る
関
係
や
仕
組
み
づ
く
り
を
地
域
で
育
て
継
承
し
て

い
た
だ
く
こ
と
が
福
祉
文
化
で
あ
る
と
思
い
ま
す
」
と
話
さ

れ
、
参
加
者
は
熱
心
に
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

第
８
回
吉
備
中
央
町
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

�

及
び
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　

６
月
13
日
、
吉
備
中
央
町
農
業

振
興
セ
ン
タ
ー
で
赤
十
字
救
急
法

講
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
講
話
と
実
技
を
通
じ

て
、
救
急
現
場
に
居
合
わ
せ
た
際

の
傷
病
者
の
救
命
に
か
か
わ
る
心

肺
蘇
生
法
を
学
び
、
的
確
な
判
断

力
と
行
動
力
を
身
に
つ
け
る
た
め
に
実
施
さ
れ
た
も
の
で
、

町
内
民
生
委
員
51
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
話
で
は
、
日
本
赤
十
字
社
救
急
法
指
導
員
の
黒く

ろ

田だ

員か
ず

米よ
ね

さ
ん
が
「
事
故
現
場
や
人
が
倒
れ
た
り
す
る
場
面
に
皆
さ
ん

が
遭
遇
す
る
こ
と
が
今
後
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
講
習
を

通
し
て
、
そ
う
い
っ
た
現
場
に
遭
遇
し
た
際
、
助
け
ら
れ
る

よ
う
手
を
差
し
伸
べ
て
く
だ
さ
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
参
加
者
は
グ
ル
ー
プ
毎
に
分
か
れ
、
傷
病
者
の

観
察
の
仕
方
か
ら
人
工
呼
吸
や
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
方
法
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
の
使
用
方
法
を
、
参
加

者
全
員
が
実
技
を
交
え
熱
心
に
学
ん
で
い
ま
し
た
。

「
放
送
川
柳
30
周
年
記
念
」

�

課
題
：「
笑
う
」
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・
訪
問
販
売
や
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

・
携
帯
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
不

　

当
請
求

・
は
が
き
に
よ
る
架
空
請
求

・
サ
ラ
金
の
多
重
債
務
の
相
談

・
そ
の
他
の
消
費
生
活
相
談

※
匿
名
で
の
電
話
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

※�

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
相
談
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
お
早
め
に
次
の
お
問
い
合
わ
せ

先
ま
で
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
（
当
日
受
付
可
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

住
民
課　

戸
籍
住
民
班

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
１
６

　
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

８
月
の
行
政
・
人
権
・
福
祉
相
談

　

行
政
・
人
権
・
福
祉
相
談
（
心
配
ご
と
相

談
）
を
次
の
２
会
場
で
行
い
ま
す
。
相
談
は

無
料
で
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
安

心
し
て
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日時 平成26年８月28日（木）
午前９時～正午

会場 豊野公民館 井原コミュニティ
センター

相談
内容

行政相談
人権相談
福祉相談

行政相談
福祉相談

【お問い合わせ先】
　住民課　戸籍住民班� ☎ 0866-54-1316
　㈳社会福祉協議会
　　しらさぎ事業所� ☎ 0866-54-1818
　　やすらぎ事業所� ☎ 0867-34-1522

日
　
　
時

会
　
　
場

平
成
26
年
８
月
５
日
㈫

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

賀
陽
庁
舎相

談
室

平
成
26
年
８
月
19
日
㈫

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

加
茂
川
庁
舎相談

室

　
　

消
費
生
活
相
談
会

お
困
り
で
は
な
い
で
す
か
？

年
金
相
談
会

　

日
時　

平
成
26
年
８
月
21
日
㈭

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

　

会
場　

吉
備
高
原
総
合
調
整
事
務
所

　

内
容　

��

厚
生
年
金
・
国
民
年
金
に
お
け
る

年
金
請
求
手
続
等
に
つ
い
て
日
本

年
金
機
構
高
梁
年
金
事
務
所
の
職

員
が
お
答
え
し
ま
す
。

　

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　

推
薦
を
お
願
い
し
ま
す

使
用
済
み
家
庭
用
蛍
光
管
を

�

収
集
し
ま
す
！

文
化
功
労
、善
行
な
ど
の

�

表
彰
者
を
推
薦
く
だ
さ
い

下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術

者
共
通
試
験
の
実
施
に
つ
い
て

　

平
成
26
年
度
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者

共
通
試
験
が
、
岡
山
県
下
水
道
協
会
に
よ
り

次
の
と
お
り
実
施
さ
れ
ま
す
。

【
受
験
資
格
】

　

試
験
の
実
施
日
に
お
い
て
、
年
齢
が
満
20

歳
以
上
の
方
で
、
一
定
の
実
務
経
験
も
し
く

は
高
校
指
定
学
科
卒
等
に
該
当
す
る
方
。

【
試
験
日
時
】

　

平
成
26
年
11
月
９
日
㈰

　

午
前
９
時
45
分
開
始

【
試
験
会
場
】

　

○
岡
山
会
場
（
コ
ン
ベ
ッ
ク
ス
岡
山
）

　

○
津
山
会
場
（
美
作
大
学
）

【
受
験
講
習
会
】

　

○
岡
山
会
場

　
　

平
成
26
年
10
月
９
日
㈭

　
　

平
成
26
年
10
月
10
日
㈮

　

○
津
山
会
場

　
　

平
成
26
年
10
月
８
日
㈬

　

※�

時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
１
時
30
分
～
午

後
４
時
30
分

【
受
付
期
間
】

　

平
成
26
年
９
月
１
日
㈪
～
９
月
12
日
㈮

　

※�

土
、
日
を
除
く
午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時
ま
で

　

※�

８
月
４
日
㈪
か
ら
申
込
書
、
受
験
案
内

を
水
道
課
下
水
道
班
で
お
渡
し
し
ま�

す
。

　

こ
の
奨
励
金
は
、
吉
備
中
央
町
へ
の
定
住

を
目
的
に
住
宅
を
取
得
さ
れ
た
方
を
対
象
に

交
付
す
る
制
度
で
、
交
付
申
請
期
限
は
８
月

末
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

交
付
対
象
と
な
る
要
件
な
ど
詳
し
く
は
、

広
報
き
び
ち
ゅ
う
お
う
６
月
号
を
ご
覧
い
た

だ
く
か
、
定
住
促
進
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

定
住
促
進
課　

定
住
促
進
班

�

☎
０
８
６
７

－

３
４

－

１
１
１
６

　

ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い

　

お
知
ら
せ
し
ま
す

夢
の
あ
る
町
定
住
奨
励
金
・
住
宅

取
得
奨
励
金
の
申
請
は
８
月
末
ま

で
で
す

　

家
庭
で
使
用
し
た
蛍
光
管
を
、
リ
サ
イ
ク

ル
資
源
と
し
て
収
集
し
ま
す
。

　

収
集
コ
ン
テ
ナ
を
設
置
し
ま
す
の
で
、
使

用
済
み
家
庭
用
蛍
光
管
の
収
集
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

【
収
集
期
間
】

　

８
月
１
日
㈮
～
８
月
31
日
㈰

【
収
集
場
所
】

　

�

加
茂
川
庁
舎
、
か
も
が
わ
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
、
長
田
地
区
農
村
公
園
、
豊
岡
い
き

い
き
プ
ラ
ザ
、
旧
農
協
新
山
支
所
、
上
竹

荘
公
民
館
、納
地
公
民
館
、豊
野
公
民
館
、

下
竹
荘
公
民
館
、
吉
川
公
民
館
、
大
和
公

民
館

【
対
象
蛍
光
管
】

　

�

家
庭
で
使
用
し
た
直
管
形
・
丸
形
・
電
球

形
の
蛍
光
管

　

※�

外
箱
か
ら
出
し
て
割
れ
な
い
よ
う
に
、

収
集
コ
ン
テ
ナ
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

【
注
意
事
項
】

　

※�

ひ
び
が
入
っ
て
い
た
り
、
割
れ
た
蛍
光

管
や
白
熱
電
球
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
蛍
光
管
は
収

集
で
き
ま
せ
ん
。『
不
燃
ご
み
』
の
収

集
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

※
事
業
所
の
も
の
は
収
集
で
き
ま
せ
ん
。

　

※�

次
回
の
収
集
は
12
月
を
予
定
し
て
お
り

ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】
住
民
課　

生
活
環
境
班

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
１
６

　

吉
備
中
央
町
で
は
、
町
の
自
治
、
経
済
、

社
会
、
文
化
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
わ
た

り
町
の
発
展
に
寄
与
し
、
町
民
の
福
祉
増
進

に
功
績
の
あ
っ
た
方
及
び
徳
行
が
町
民
の
模

範
と
認
め
ら
れ
る
方
を
広
く
表
彰
す
る
「
吉

備
中
央
町
表
彰
規
則
」
を
定
め
て
い
ま
す
。

　

表
彰
に
は
、
有
功
表
彰
、
善
行
表
彰
、
栄

誉
表
彰
及
び
記
念
表
彰
が
設
け
ら
れ
、
年
に

１
回
町
長
が
表
彰
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

あ
な
た
の
周
り
で
「
○
○
○
の
す
ば
ら
し

い
活
動
を
永
年
し
て
い
る
、
こ
う
い
っ
た
活

動
で
地
域
に
貢
献
さ
れ
て
い
る
」
な
ど
、
表

彰
に
ふ
さ
わ
し
い
方
を
推
薦
し
て
く
だ
さ
い
。

【
表
彰
対
象
】

　

�

町
内
に
在
住
し
て
い
る
個
人
ま
た
は
事
務

所
を
持
つ
法
人
、
団
体
等

【
推
薦
手
続
】

　

推
薦
書
を
総
務
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
締　
　

切
】

　

平
成
26
年
８
月
11
日
㈪

【
表　
　

彰
】

　

10
月
初
旬

　
（�

吉
備
中
央
町
褒
賞
及
び
表
彰
等
検
討
委

員
会
に
お
い
て
審
査
し
表
彰
者
を
決
定

し
ま
す
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

総
務
課　

行
政
班

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
１
３

＊
予
約
受
付
に
つ
い
て

　

受
付
人
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
相

談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
お
早
め
に
次
の
お

問
い
合
わ
せ
先
ま
で
電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

住
民
課　

戸
籍
住
民
班

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
１
６

【
そ
の
他
】

　

平
成
27
年
度
は
試
験
を
実
施
し
ま
せ
ん
。

　

※�

次
回
試
験
実
施
は
平
成
28
年
11
月
の
予

定
で
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み
先
】

　

水
道
課　

下
水
道
班
（
吉
川
４
３
８
２
）

�

☎
０
８
６
６

－

５
６

－

７
１
３
４

吉
備
中
央
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

連
絡
協
議
会
か
ら
体
力･

運
動
能

力
調
査
実
施
の
お
知
ら
せ

　

吉
備
中
央
町
で
は
、
文
部
科
学
省
が
実
施

す
る
体
力･

運
動
能
力
調
査
を
次
の
と
お
り

実
施
し
ま
す
。
皆
さ
ん
、
自
身
の
体
力
年
齢

を
計
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

【
調
査
日
時
】
平
成
26
年
８
月
10
日
㈰

　

午
前
９
時
～
午
前
11
時
30
分

【
調
査
会
場
】

　

か
も
が
わ
総
合
ス
ポ
ー
ツ
公
園　

体
育
館

【
調
査
対
象
】
20
歳
か
ら
79
歳
ま
で
の
男
女

【
調
査
項
目
】

　

○
20
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
方

　
　

�

握
力
、
上
体
起
こ
し
、
長
座
体
前
屈
、

反
復
横
と
び
、
20
ｍ
シ
ャ
ト
ル
ラ
ン
、

立
ち
幅
と
び

　

○
65
歳
か
ら
79
歳
ま
で
の
方

　
　

�

握
力
、
上
体
起
こ
し
、
長
座
体
前
屈
、

開
眼
片
足
立
ち
、
10
ｍ
障
害
物
歩
行
、

６
分
間
歩
行

【
そ
の
他
】

　

調
査
時
間
中
、
ご
都
合
の
良
い
時
間
に
運

動
の
で
き
る
服
装
で
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　

体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
を
必
ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　
お
申
し
込
み
は
不
要
で
、参
加
費
は
無
料
で
す
。

　
多
く
の
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

教
育
委
員
会
事
務
局　

生
涯
学
習
班

�

☎
０
８
６
６

－

５
６

－

９
１
９
１

　

ご
参
加
く
だ
さ
い

第
３
回
吉
備
中
央
町

マ
ラ
ソ
ン
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
開
催

　

吉
備
中
央
町
体
育
協
会
が
主
催
す
る
吉
備

中
央
町
マ
ラ
ソ
ン
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
を
今

年
も
開
催
し
ま
す
の
で
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

【
日　

時
】

　

平
成
26
年
８
月
17
日
㈰

　

午
後
４
時
30
分
～
午
後
10
時

【
場　

所
】

　

か
よ
う
総
合
ス
ポ
ー
ツ
公
園　

野
球
場

【
開
催
要
項
及
び
申
込
書
配
布
場
所
】

　

�

教
育
委
員
会
事
務
局
、
賀
陽
庁
舎
、
加
茂

川
総
合
事
務
所
、
各
支
所
・
出
張
所
、
か

も
が
わ
総
合
ス
ポ
ー
ツ
公
園
、
各
公
民
館

※�

本
大
会
専
用
の
申

込
用
紙
と
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
他

の
大
会
と
お
間
違

え
の
な
い
よ
う
に

お
願
い
い
た
し
ま

す
。

※
参
加
費
は
無
料
で
す
。

　

参
加
を
ご
希
望
の
方
は
８
月
１
日
㈮
ま
で

に
申
込
書
を
町
体
育
協
会
事
務
局
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み
先
】

　

吉
備
中
央
町
体
育
協
会
事
務
局

　
（
教
育
委
員
会
事
務
局
内
）

�

☎
０
８
６
６

－

５
６

－

９
１
９
１

�

０
８
６
６

－

５
６

－

９
３
９
３

FAX
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平成26年度（27年4月採用）
吉備中央町職員採用候補者試験受験案内

　吉備中央町では、平成26年度（27年４月採用）吉備中央町職員採用候補者試験を行います。
　岡山のまん中・自然豊かな吉備中央町であなたの力を生かしてみませんか。
　行政のプロフェッショナルとしての役割を皆さんに期待しています。
◆採 用 職 種 ・
　採 用 予 定 人 員　　一般事務職　若干名　　保健師　若干名　　保育士及び幼稚園教諭　若干名

◆受　験　資　格　　�一般事務職…�平成３年４月2日以降に生まれた人で、高等学校卒業程度以上の
学力を有する人（平成27年３月31日までに卒業見込の人を含む）

　　　　　　　　　　　保　健　師…�昭和54年４月2日以降に生まれた人で、保健師免許取得者、もし
くは当該免許試験の受験資格を取得できる学校等を卒業した人
で、免許取得見込みの人、または平成27年３月31日までに卒業
する見込みの人で、免許取得見込みの人

　　　　　　　　　　　保育士及び…�昭和49年４月２日以降に生まれた人で、保育士証及び教育職員免
許法による幼稚園教諭普通免許状を有する人（平成27年３月31
日までに取得見込みの人を含む）

◆第 一 次 試 験　　平成26年９月21日（日）　　会場　吉備中央町農業振興センター
◆受験申込受付期間　　平成26年７月22日（火）～平成26年８月20日（水）※郵送による場合は当日消印有効
◆そ　　 の 　　他　　�詳しくは、各庁舎、各支所出張所の受験案内または町ホームページをご覧くだ

さい。　URL　http://www.town.kibichuo.lg.jp/

【お問い合わせ先】総務課　行政班　☎０８６６－５４－１３１３

幼稚園教諭

津賀・円城・新山財産区議会議員一般選挙の執行について
　町選挙管理員会では、平成26年10月５日に任期満了を迎える津賀・円城・新山財産区議会議員一般選挙の
主要日程を次のとおり決定いたしましたのでお知らせします。

　　　●議員の定数…津賀財産区　８人　　円城財産区　８人　　新山財産区　８人
　　　●任　　　期…４年（新議員の任期開始日：平成26年10月６日）
　　　●主要な日程

期　　　日 事　　　　　　　項
平成26年９月11日（木） ○立候補予定者説明会

　　時間　午前10時から
　　場所　農村環境改善センター

平成26年９月17日（水） ○立候補届出関係書類事前審査
　　時間　午前10時から午後４時
　　場所　農村環境改善センター

平成26年９月23日（火） ○選挙期日の告示日
○立候補届出日
　　時間　午前８時30分から午後５時
　　場所　農村環境改善センター

平成26年９月28日（日） ○選挙期日（投開票日）
平成26年９月29日（月） ○当選証書附与

　　時間　午前10時から
　　場所　農村環境改善センター

【お問い合わせ先】　吉備中央町選挙管理委員会（総務課行政班内）　☎０８６６－５４－１３１３

児童扶養手当 特別児童扶養手当

区　分 手当月額
全 部 支 給 41,020 円
一 部 支 給 41,010 円～ 9,680 円
第２子加算 5,000 円

第３子以降加算 １人につき 3,000 円
●受付期間　８月１日㈮～８月29日㈮

種　類 手当月額（児童１人）

１　　級 49,900 円

２　　級 33,230 円

●受付期間　８月11日㈪～８月29日㈮

児童扶養手当・特別児童扶養手当の現況届をお忘れなく！

　児童扶養手当・特別児童扶養手当の受給資格のある方は、必ず８月１日現在の現況届を役場に提出してく
ださい。
　この現況届は、引き続き手当を受ける資格があることを確認するとともに、手当の額を決定するためのも
のです。現在、手当を受けているいないに関わらず、受給資格のある方全員が対象です。もし、現況届が提
出されない場合は、８月以降の手当が受けられなくなり、２年以上提出されないと受給資格そのものがなく
なりますのでご注意ください。

【児童扶養手当に関するお問い合わせ先】　　　保健課　地域保健班　　☎０８６６－５４－１３２６

【特別児童扶養手当に関するお問い合わせ先】　福祉課　障害福祉班　　☎０８６６－５４－１３１７

　平成26年度より、子宮頸がん検診が個別検診（指定医療機関で検診を受ける）でも受けられるよう
になりました。
　６月から、下記の指定医療機関で子宮頸がんの個別検診が始まっています。子宮頸がんは20～30歳
代の若い世代に増えてきていることから、早期発見のために年１回は検診を受けましょう。
　●対　 象 　者　20歳以上の女性　　※集団検診との重複受診はできません。
　●実 施 期 間　平成26年11月末まで
　●指定医療機関

医療機関名 住　　所 電話番号
尾島クリニック 高梁市柿木町５ ☎０８６６－２２－２３８５
高梁中央病院 高梁市南町53 ☎０８６６－２２－３６３６
渡辺医院 高梁市大工町７ ☎０８６６－２２－２０７３
くにとみクリニック 総社市門田78－１ ☎０８６６－９２－０２５５
谷口レディースクリニック 総社市真壁213 ☎０８６６－９４－３３００
岡山二人クリニック 岡山市北区津高285－１ ☎０８６－２５６－７７１７
済生会吉備病院 岡山市北区高松原古才584－１ ☎０８６－２８７－８６５５
山下クリニック 岡山市北区楢津394－１ ☎０８６－２８４－５５１１

　●検 診 料 金　74歳以下…２, ３００円　　75歳以上…７００円
　●注 意 事 項　事前に電話連絡をしてから受診してください。
　　　　　　　　　�健康保険証、無料クーポン券（対象者のみ）を持参し、「吉備中央町の子宮頸がん

検診を受診希望」と医療機関にお伝えください。

【お問い合わせ先】　保健課　地域保健班　☎０８６６－５４－１３２６

子宮頸がん検診（個別検診）が始まっています
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■役場からのお知らせ ■役場からのお知らせ

ハートフルタウン 分譲中！
　町が整備した分譲地で、現在11区画を分譲中です。
　今年度から分譲地を購入された個人又は法人の方に対し、分譲価格を補助する制度を新設し、１区画300
万円台からとなっています。住宅用の土地をお探しの方、ぜひ一度ご検討ください。
●分譲地の概要
　所在地／吉備中央町上田東　区画数／全23区画　土地面積／352.50㎡（106.6坪）～606.18㎡（183.3坪）
　最多価格帯／400万円台　坪単価／平均約3.2万円
●区画図 ●分譲価格

　詳細な条件等につきましては、下記までお問い合わせください。
　　【お問い合わせ先】　　定住促進課　定住促進班　☎０８６７－３４－１１１６
　　　　　　　　　　　　ホームページアドレス　http://www.town.kibichuo.lg.jp/heartfull/

区画
番号

全面積
（平方メートル）

平坦面積
（平方メートル）

分譲価格
（円）

補助金後
（円）

１ 606.18 432.51 7,990,923 6,392,923
２ 579.39 465.68 9,065,392 7,252,392
３ 509.97 423.73 8,248,752 6,599,752
７ 566.13 302.98 5,038,347 4,031,347
８ 489.10 313.40 5,164,222 4,132,222
９ 437.47 322.31 5,329,423 4,264,423
11 524.94 321.38 5,991,037 4,793,037
13 395.50 315.05 5,092,707 4,074,707
15 518.36 391.59 7,468,334 5,975,334
16 352.39 256.51 4,698,365 3,759,365
18 381.36 333.90 6,306,255 5,045,255

特定外来生物 を知っていますか？①
シリーズ

オオキンケイギク編特定外来生物とは？
　もともとその地域にいなかったのに、人間活動によって他地域から入ってきた生物の中で、生態系、人の生命・
身体、農林水産業へ被害を及ぼす恐れがあるものとして「特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関す
る法律」により、指定された生物のことです。

●分　布　
　�　北アメリカ原産、日本国内においては、全国的に分布
しており、町内においても５月～７月にかけて河川や道
路沿いで多くみられます。
●特　徴
　�　高さは30㎝から70㎝程度で直径５～７㎝の橙黄色の花
が咲きます。
　　葉は、茎の下の方に着き、両面に粗い毛があります。
　�　繁殖力が強く、一度定着すると、周囲の景観を一変さ
せるなど、在来種への影響が心配されます。
　　参考…オオキンケイギクの生育を確認した際の対処方法
　　　　　http://kyusyu.env.go.jp/wildlife/mat/data/m_2_3/m_2_3_3.pdf　
　このような特定外来生物は、栽培や保管、運搬、販売、野外に放つことなどが禁止されており、違
反すると罰金などが科せられる場合があります。
　きれいな花だからといって持ち帰って植えたり、広げたりしないよう、駆除をお願いします。
　　参考…外来生物法（環境省ホームページ）　http://www.env.go.jp/nature/intro/index.html

【お問い合わせ先】　住民課　生活環境班　☎０８６６－５４－１３１６
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＊８月の課題は「汗」、９月の課題は「長い」です。
　投句の方法…�はがきに２句以内・氏名（本名）を書いて
　下加茂1106－９　津賀公民館放送川柳係
　までお送りください。
　投句締め切り日…毎月15日必着
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、フ
ィ
リ
ピ
ン
、ソ
ロ
モ
ン
諸
島
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
、
台
湾
・
バ
シ
ー
海
峡
、
イ
ン

ド
、中
国
マ
ー
シ
ャ
ル
・
ギ
ル
バ
ー
ト
諸
島
、

ビ
ス
マ
ー
ク
諸
島
、
西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア

※
実
施
期
間
は
地
域
ご
と
に
異
な
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
、
お
申
し
込
み
先
】

　

㈶
岡
山
県
遺
族
連
盟　

お
知
ら
せ

募　

集

�

☎
０
８
６

－

２
７
１

－

７
１
７
５

　

㈶
日
本
遺
族
会
事
務
局

�

☎
０
３

－

３
２
６
１

－

５
５
２
１

　

防
衛
省
で
は
、
平
成
26
年
度
、
自
衛
官
候

補
生
・
一
般
曹
候
補
生
・
航
空
学
生
・
防
衛

大
学
校
学
生
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

【
受
験
資
格
】

・�

自
衛
官
候
補
生
（
任
期
制
）、
一
般
曹
候

補
生
（
定
年
制
）
18
歳
以
上
27
歳
未
満

・�

航
空
学
生
（
海
・
空
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
）、

防
衛
大
学
校
学
生
（
推
薦
、
総
合
選
抜
）

　

高
卒
（
見
込
み
を
含
む
）
21
歳
未
満

【
受
付
期
間
】

・
自
衛
官
候
補
生
、一
般
曹
候
補
生
、航
空
学
生

　

平
成
26
年
８
月
１
日
㈮
～
９
月
９
日
㈫

・
防
衛
大
学
校
学
生
（
推
薦
、
総
合
選
抜
）

　

平
成
26
年
９
月
５
日
㈮
～
９
月
９
日
㈫

【
試
験
日
】

・
自
衛
官
候
補
生

　
［�

男
子
］
平
成
26
年
９
月
15
日
㈪
～
17
日

㈬
、
26
日
㈮
、
29
日
㈪
、
10
月
３
日
㈮
、

４
日
㈯
、
５
日
㈰
の
い
ず
れ
か
一
日
を

指
定
※
た
だ
し
高
校
生
は
除
く

　
［
女
子
］

　
　�

平
成
26
年
９
月
25
日
㈭
～
29
日
㈪
の
い

ず
れ
か
一
日
を
指
定

・
一
般
曹
候
補
生

　

�

平
成
26
年
９
月
19
日
㈮
、
20
日
㈯
の
い
ず

れ
か
１
日
を
指
定

・
航
空
学
生　

平
成
26
年
９
月
23
日
㈫

・
防
衛
大
学
校
学
生

　

�

推
薦
：
平
成
26
年
９
月
27
日
㈯
、
28
日
㈰

の
二
日
間

　

総
合
選
抜
：
平
成
26
年
９
月
27
日
㈯

※�

ご
不
明
な
点
、
ま
た
は
詳
し
い
資
料
等
を

ご
希
望
の
方
は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

自
衛
隊
高
梁
地
域
事
務
所

�

☎
０
８
６
６

－

２
２

－

２
３
１
４

【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
】

　

http://w
w
w
.m
od.go.jp/pco/okayam

a/

吉備高原都市の住区　分譲中！
岡山県では、人と人、人と自然のふれあいのあるまち「吉備高原都市の住区」を分譲しています。
全区画90坪以上のゆったりとした敷地で、分譲価格は１区画300万円台からです。
電線類を地中埋設した東西住区は電柱のないすっきりとしたまち並みとなっています。
住宅用地をお探しの方、ぜひ一度ご検討ください。

西住区

東住区

【お問い合わせ先】
　岡山県中山間・地域振興課
　〒700－8570　岡山市北区内山下2－4－6
　　　　　　�☎０８６－２２６－７２６８

◆所在地／吉備中央町　　◆区画数／約300区画
◆土地面積／�301.84㎡（91.3坪）
� ～1,027.57㎡（310.8坪）　　　　
◆最多価格帯／400万円台
◆坪単価／平均約3.8万円
住宅用地をお探しの方はぜひお問い合わせください。
詳しくは、吉備高原都市住区�で��検索➡

高齢者は交通事故に遭うと命取り！
　昨年、県内の交通事故で亡くなった107人の半数以上（58人）が高齢者です。
　高齢者が交通事故でけがをした場合、亡くなる人の割合（致死率）が高く、過去５年間をみると、高齢者
の致死率は、なんと高齢者以外の６倍以上となっています。（下図参照）
　吉備中央町内においても人身交通事故が増加傾向にあり、特に高齢者が巻き込まれる事故が増えています。
　速度超過が主な事故原因であることから、岡山北警察署では交通事故抑止に向けた速度取締りを随時実施
しています。
　自転車や自動車を運転する際は、よりいっそう安全に配意した運転に心掛けましょう。

　もしも、事故に遭った場合、高齢者の方が傷害の程度が大きくなりますので、車や自転車の運転はもちろん、
歩いたり、車に同乗する時も、交通安全をより強く意識して行動するようにしましょう。

【お問い合わせ先】　岡山北警察署　交通課　☎０８６ー７２４ー０１１０

　

税
関
で
は
、
お
預
か
り
し
て
い
る
次
の
通

貨
及
び
証
券
等
を
お
返
し
し
て
い
ま
す
。

○�

終
戦
後
、
外
地
か
ら
引
揚
げ
て
こ
ら
れ
た

方
々
が
、
上
陸
地
の
税
関
、
海
運
局
に
預

け
ら
れ
た
通
貨
及
び
紙
幣
。

○�

外
地
の
集
結
地
に
お
い
て
、
総
領
事
館
等

に
預
け
ら
れ
た
証
券
等
の
う
ち
、
日
本
に

送
還
さ
れ
た
も
の
。

　

返
還
の
申
し
出
は
、
本
人
だ
け
で
な
く
、

家
族
の
方
々
で
も
結
構
で
す
。

　
“
お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
か
ら

聞
い
た
こ
と
が
あ
る
”
と
い
う
覚
え
の
あ
る

方
は
、
水
島
税
関
支
署
総
務
課
☎
０
８
６

－

４
４
８

－

３
３
７
５
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

戦
後
、外
地
か
ら
引
き
揚
げ
て
こ
ら
れ
た

方
や
そ
の
家
族
の
皆
さ
ん
へ
！

就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
！

　

お
か
や
ま
若
者
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
就
職
を
め
ざ
す
若
者
の
た
め
に
、
若
者

就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

受
講
料
は
無
料
で
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

◇
受
講
内
容

　

①�

企
業
が
求
め
る
人
物
像
と
効
果
的
な
自

己
Ｐ
Ｒ
法

　

②
模
擬
面
接
と
マ
ナ
ー
講
座
等

◇
受
講
資
格

　

�

就
職
活
動
中
の
若
者
（
概
ね
40
歳
ま
で
）

◇
開
催
日

　

８
月
12
日
㈫

　

９
月
２
日
㈫

◇
セ
ミ
ナ
ー
会
場

　

岡
山
会
場（
第
一
セ
ン
ト
ラ
ル
ビ
ル
５
階
）

◇
申
込
方
法

　

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
て
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
・

受
講
希
望
日
、
受
講
場
所
を
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み
先
】

　

〒
７
０
０

－

０
９
０
１

　

岡
山
市
北
区
本
町
６

－

36

　

第
一
セ
ン
ト
ラ
ル
ビ
ル
７
階

　

お
か
や
ま
若
者
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー

�

☎
０
８
６

－
２
３
６

－

１
６
１
６

�

０
８
６

－

２
３
６

－

１
６
３
０

【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
】

　
　

http://w
w
w
.y-w
orkokayam

a.jp
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図書館だより かもがわ図書館 ☎ 0867 -34 -1115
 0867 -34 -0401

ロマン高原かよう図書館 ☎ 0866 -54 -1331
 0866 -54 -1311

8月号

出会いの
号

扉
2014年 ８月の休館日

４日　11日
17日　18日
25日

＜一般書＞　�
　田んぼは生き物の宝庫！
田んぼの中をよく観察し
てみると、数えきれない種
類の生き物がいます。見つ
けた生き物は水面にいる？
それとも、うにょうにょし
ている？形や模様や動き方
などから生き物の名前を調
べることができる便利な図�
鑑。
� （かもがわ図書館）

＜児童書＞　�
　種をまくところから、花
を咲かせ、新しい種を実
らせるまでのひまわりの一
生が細かく丁寧に描かれた
絵本。あの大きなひまわり
の花が、実はたくさんの小
さな花からできているって
知っていましたか？ 2014年
小学校低学年課題図書。
�（ロマン高原かよう図書館）

＜新着図書紹介＞
館名：「か」かもがわ図書館　「ロ」ロマン高原かよう図書館

書　　　名 著者・出版社 館

絵　
　
　

本

なぞなぞフッフッフー 武田美穂／ほるぷ出版 か

あのほしなんのほし みき�つきみ／こぐま社 か

いすうまくん かどのえいこ／福音館書店 ロ

ごみしゅうしゅうしゃのゴンちゃん おおはしえみこ／ひさかたチャイルド ロ

児　

童　

書

深海の怪物　ダイオウイカを追え！ 窪寺恒己／ポプラ社 か

伝説のエンド―くん まはら三桃／小学館 か

ゲゲゲの鬼太郎　妖怪大集合MAP 水木しげる／主婦と生活社 ロ

かあさんのしっぽっぽ 村中季衣／BL出版 ロ

一
般
実
用
書

ホーキング、自らを語る ホーキング／あすなろ書房 か

美しい人をつくる「粗食」生活 幕内秀夫／大和書房 か

林原家　同族経営への警鐘 林原　健／日経BP社 ロ

サンリオキャラクターのかわいい切り紙 桜まあち／ブティック社 ロ

一
般
読
み
物

花子とアンへの道 村岡恵理／新潮社 か

虚ろな十字架 東野圭吾／光文社 か

忍者月輪 津本　陽／中央公論新社 ロ

満願 米澤穂信／新潮社 ロ

お
は
な
し
の
へ
や
8月

司書が選ぶ

この一冊
★おいでおいで（乳幼児対象）毎月第２・第４木曜日
　　　　　　　　　　　　　　  　午前10時30分～10時50分
　　　14日（木）かもがわ図書館
　　　28日（木）ロマン高原かよう図書館

★わくわく（幼児・小学生対象）毎月第３土曜日
　　　　　　　　　　　　　　　　　  　午後２時～午後３時
　　　16日（土）ロマン高原かよう図書館

出 演 レインボーさん
『絵解きで調べる　　
　田んぼの生きもの』
向井康夫／著　文一総合出版

『ひまわり』
荒井真紀／文・絵
金の星社

岡
山
県
「
明
る
い
家
庭
づ
く
り
」
作
文
（
平
成
25
年
度
）

今
回
は
優
良
賞
に
輝
き
ま
し
た
、
難な
ん

波ば

　
龍
り
ょ
う

さ
ん
の
「
八
人
の
家
族
」
を
紹
介
し
ま
す
。

「八人の家族」
加賀中学校　３年

難
なん

波
ば

　龍
りょう
さん

　

両
親
と
祖
父
母
、
叔
母
夫
婦
、
弟
、
そ
し
て
僕
。
ぼ
く
の
家
族

は
八
人
の
大
家
族
で
す
。
八
人
の
家
族
が
一
つ
の
家
で
生
活
し
て

い
ま
す
。
そ
こ
に
は
、
良
い
点
も
あ
り
、
悪
い
点
も
あ
る
と
思
い

ま
す
。

　

良
い
点
は
、
多
く
の
人
が
い
る
だ
け
あ
っ
て
、
い
ろ
ん
な
意
見

を
出
し
合
い
、
悩
み
を
皆
で
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
点

で
す
。
食
事
の
時
も
一
人
で
食
べ
る
事
は
ま
ず
、
あ
り
ま
せ
ん
。

誰
か
が
食
卓
に
必
ず
い
て
く
れ
ま
す
。
そ
の
日
に
あ
っ
た
事
を
話

し
た
り
、
仕
事
や
学
校
の
相
談
を
し
た
り
し
て
、
に
ぎ
や
か
な
食

卓
に
な
り
ま
す
。

　

逆
に
、
悪
い
点
も
あ
り
ま
す
。
様
々
な
個
性
を
持
っ
た
人
が
一

緒
に
生
活
し
て
い
る
の
で
、
ど
う
し
て
も
意
見
の
食
い
違
い
で
、

喧
嘩
が
起
き
て
し
ま
う
の
で
す
。
例
え
ば
、
外
食
の
時
に
一
人
一

人
好
み
が
違
う
の
で
、
一
人
が
「
寿
司
が
食
べ
た
い
。」
と
言
っ

て
も
、
も
う
一
人
が
、「
牛
丼
が
食
べ
た
い
。」
と
い
う
の
で
喧
嘩

が
絶
え
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
に
良
い
点
も
悪
い
点
も
あ
る
家
族
で
す
が
、
僕
は
八

人
の
家
族
が
と
て
も
大
好
き
で
す
。

　

僕
の
両
親
は
、
二
人
と
も
福
祉
の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
夜
勤

や
早
出
、
遅
出
な
ど
、
交
代
制
で
と
て
も
不
規
則
な
勤
務
で
す
。

朝
六
時
に
出
る
日
も
あ
れ
ば
、
昼
の
二
時
に
出
か
け
、
翌
日
の
昼

に
帰
っ
て
く
る
日
も
あ
り
ま
す
。
土
日
、
祝
日
も
休
み
と
は
限
り

ま
せ
ん
。
だ
か
ら
、
家
族
の
皆
が
そ
ろ
っ
て
過
ご
せ
る
時
間
は
と

て
も
少
な
い
の
で
す
。
月
に
二
回
も
あ
れ
ば
良
い
ほ
う
で
す
。

　

僕
は
、
小
学
五
年
生
の
頃
ま
で
総
社
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。
そ

の
頃
僕
は
、母
が
仕
事
に
行
こ
う
と
す
る
と
、母
に
し
が
み
つ
き
、

泣
き
な
が
ら
行
く
の
を
止
め
た
事
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
夜
遅
く

帰
っ
て
来
る
日
は
、
布
団
に
入
っ
て
祖
母
が
寝
か
し
つ
け
よ
う
と

し
て
も
、
母
が
帰
っ
て
く
る
ま
で
起
き
て
い
た
事
も
あ
っ
た
そ
う

で
す
。
だ
か
ら
、
そ
ん
な
僕
を
家
に
残
し
て
仕
事
に
行
く
時
に
、

母
は
泣
き
な
が
ら
車
を
運
転
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

「
龍
に
こ
ん
な
思
い
を
さ
せ
て
ま
で
仕
事
を
続
け
る
意
味
は
あ
る

の
か
な
。」

そ
ん
な
ふ
う
に
悩
ん
だ
事
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

今
、
思
い
返
す
と
悪
い
こ
と
を
し
た
か
な
ぁ
、
と
思
い
ま
す
。

仕
事
に
行
こ
う
と
し
て
い
た
母
を
悩
ま
せ
て
い
た
の
で
す
か
ら
。

　

そ
れ
か
ら
一
年
た
つ
と
僕
の
行
動
は
変
わ
り
始
め
て
い
ま
し

た
。
母
が
行
く
の
を
止
め
る
ど
こ
ろ
か
、
飛
び
は
ね
な
が
ら
手
を

大
き
く
振
り
、
見
送
る
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。
早
出
の
時
な

ど
は
、
母
は
朝
六
時
前
に
家
を
出
て
い
ま
し
た
。
冬
の
暗
く
寒
い

日
も
、
梅
雨
の
雨
が
降
る
日
も
、
小
さ
な
僕
は
パ
ジ
ャ
マ
姿
の
ま

ま
、
車
が
見
え
な
く
な
る
ま
で
、

「
お
仕
事
が
ん
ば
っ
て
ね
。」
と
言
い
な
が
ら
、
手
を
振
り
続
け

て
い
た
そ
う
で
す
。

「
あ
の
時
は
、つ
ら
か
っ
た
け
ど
皆
の
協
力
が
あ
っ
た
お
か
げ
で
、

龍
は
優
し
い
子
に
育
っ
て
く
れ
た
ん
よ
。
家
族
っ
て
有
り
難
い
よ

な
。」

と
、
母
は
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

僕
が
こ
の
吉
備
中
央
町
に
い
る
の
も
、
両
親
の
優
し
さ
か
ら
で

す
。総
社
に
い
る
と
僕
と
弟
は
父
と
母
が
帰
っ
て
く
る
ま
で
、た
っ

た
二
人
で
留
守
番
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
く
な
り
ま
す
。
も
ち
ろ

ん
、
両
親
が
い
な
い
時
は
、
祖
母
が
来
て
く
れ
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
週
の
半
分
を
総
社
に
来
て
も
ら
う
こ
と
は
、
祖
母

に
と
っ
て
大
変
な
こ
と
で
す
。
そ
こ
で
、
子
ど
も
達
だ
け
で
家
に

い
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
祖
父
母
の
い
る
こ
の
吉
備
中
央
町
に

来
た
そ
う
で
す
。

　

僕
達
は
こ
の
町
に
引
っ
越
し
て
き
た
事
が
と
っ
て
も
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。
で
す
が
、
父
と
母
は
、
岡
山
市
内
に
あ
る
仕
事
場

へ
一
時
間
以
上
か
け
て
通
勤
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
父
に

「
疲
れ
て
い
な
い
？
」
と
聞
い
て
み
る
と
、

「
龍
と
聖
に
と
っ
て
良
い
ん
な
ら
大
丈
夫
、
頑
張
れ
る
よ
。
そ
れ

に
家
に
じ
い
ち
ゃ
ん
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
い
る
か
ら
安
心
し
て
仕
事
に

行
け
る
よ
。」

と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
け
れ
ど
も
本
当
は
父
は
少
し
、
苦
し
い

と
思
っ
て
い
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

父
は
帰
り
が
遅
く
、い
つ
も
夜
中
の
一
時
頃
に
帰
っ
て
来
ま
す
。

休
み
の
日
も
母
よ
り
少
な
く
、
一
緒
に
過
ご
せ
る
時
間
は
ほ
と
ん

ど
あ
り
ま
せ
ん
。そ
れ
で
も
少
し
の
時
間
が
あ
れ
ば
、僕
達
と
色
々

な
こ
と
を
し
て
く
れ
ま
す
。母
と
休
み
が
合
え
ば
、買
い
物
に
行
っ

た
り
し
て
、
色
々
な
と
こ
ろ
へ
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
ま
す
。

　

父
は
良
き
相
談
相
手
に
も
な
っ
て
く
れ
ま
す
。
僕
が
ど
ん
な
悩

み
事
の
相
談
を
し
て
も
、
良
い
解
決
法
を
一
緒
に
考
え
、
一
つ
一

つ
真
剣
に
答
え
て
く
れ
ま
す
。

「
今
は
忙
し
い
か
ら
後
に
し
て
く
れ
。」

と
い
う
言
葉
を
聞
い
た
こ
と
は
一
度
も
あ
り
ま
せ
ん
。
僕
が
話
し

か
け
る
と
、何
か
し
て
い
る
手
を
止
め
て
話
を
聞
い
て
く
れ
ま
す
。

一
緒
に
過
ご
す
時
間
を
と
て
も
大
切
に
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

僕
は
将
来
、
母
の
よ
う
に
優
し
い
奥
さ
ん
と
、
父
さ
ん
の
よ
う

な
自
分
が
い
る
明
る
い
家
庭
を
築
い
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
特
別
な
家
庭
で
は
な
い
の
で
す
。
あ
り
ふ
れ
た
家
族
の
姿
だ

と
思
い
ま
す
。
け
れ
ど
も
、
こ
れ
こ
そ
ま
さ
に
、
僕
の
思
い
え
が

く
明
る
い
家
庭
な
の
で
す
。
父
の
よ
う
に
息
子
に
信
頼
さ
れ
る
父

親
に
な
り
た
い
、
そ
う
僕
は
思
っ
て
い
ま
す
。

「吉備中央町の民話」作成のためのアンケート
今　残すとき！つないでいこう　わが町の伝承

　「地域に残る言い伝えや民話、慣習など
の大切な暮らしの証（文化）を残そう」と
いう目的で活動をしています。
　人と共にいつか廃れてしまう「言い伝え」
を、町内各地で聞き取り記録します。どん
な短い話や事柄でも結構です。教えてくだ
さい。

１．�「吉備中央町の民話」作成のためのアン
ケートにご記入ください

２．公民館、図書館へご提出ください。
３．�アンケートをもとに、３～４人のグルー
プでお集まりいただき、聞き取りをし
ます。

方  法

ご協力
　ください

●�アンケートは
図書館・公民
館にあります

 

夜、あの峠を通ると必ず道に迷う
んで。狐に化かされるんじゃ。

子どもの時、火の玉を見たで！
あのな…。

お手玉しながら、こんな唄を
うたよ～ったなあ。



おめ

でとう満1歳
便

田
淵　

杏
菜
ち
ゃ
ん

た
ぶ
ち　

あ
ん
な

平成25年８月30日生まれ

・
怜
菜
ち
ゃ
ん
（
西
）

　
　

れ
い
な

思いやりのある優しい子に育っ
てね！！　　　　　　　母より

大
森
柚
衣
乃
ち
ゃ
ん
（
西
）

お
お
も
り
ゆ

い

の

平成25年８月24日生まれ

癒し系だけど気の強いゆいのちゃん?
お姉ちゃんと仲良く遊んでね!!

山
名　

葵
ち
ゃ
ん
（
上
田
東
）

や
ま
な
　

あ
お
い

平成25年８月28日生まれ

いっぱいお話ししようね！
 兄、姉より 

松
本　

夢
翔
ち
ゃ
ん
（
黒
土
）

ま
つ
も
と　

ゆ
め
と

平成25年８月12日生まれ

笑顔がとってもかわいい夢くん♡
お姉ちゃんと仲良く元気に大きくなってね！
パパとママのところに生まれてきてくれて
ありがとう♡

杉
本　

一
愛
ち
ゃ
ん
（
円
城
）

す
ぎ
も
と　

い
ち
か

平成25年８月20日生まれ

いっちゃん。その笑顔、癒され
ます♪お姉ちゃんと仲良くね！

土
居　

夏
輝
ち
ゃ
ん
（
和
田
）

ど

い　

な
つ
き

平成25年８月13日生まれ

なっちゃん♡
いつもみんなを幸せにしてくれてありがと。
これからも明るく元気に優しい女の子に育
ってね！
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カップリングパーティー参加者募集!!
　吉備高原鬼伝祭の日にカップリングパーティーを開催します。花火に屋台、一緒に楽しむお相手
探しをしませんか？皆さまのご参加をお待ちしています。

【日　時】８月30日（土）　午後３時～
【会　場】吉備高原リゾートホテル（吉備中央町吉川4860－6　きびプラザ内）

　♥対 象 者　　男性：吉備中央町在住または在勤で独身の方　女性：町内外問わず独身の方
　　　　　　　　年齢：20歳以上（学生の方はご遠慮ください）
　♥募集人員　　男女とも約20名（計40名程度）　　♥参 加 費　　男性3,000円　女性2,000円
　♥集合時間　　男性 午後２時　女性 午後２時45分
　♥集合場所　　吉備高原リゾートホテル３F ロビーエレベータ前
　♥申込締切　　８月12日（火）正午　※申し込み多数の場合抽選となります。
　♥申込方法　　下記受託業者のホームページまたは、お電話にてお申し込みください。

《お問い合わせ先》
　吉備中央町結婚推進協議会事務局（下加茂1073－１、定住促進課定住促進班内）
　☎０８６７－３４－１１１６
《お申し込み先》
　受託業者　Ｌａｐｉｓｈ（ラピッシュ）
　〒700－0821　岡山市北区中山下1－11－54 黒住ビル
　☎（086）235－0804（営業時間11時～20時　土・日・祝営業）
　URL http://lapish.jp �ラピッシュ 検索

長田ふれあいセンター主な活動場所

毎月第１・第３水曜日　午後７時～午後８時開催日時

団体名 御北フラダンスクラブ

園児や小学生を含む町内在住または町内在勤の方
入会金は不要です。会費は１回500円です。

御北公民館　☎0867－35－0550
会員募集に関するお問い合わせ先

募集内容

活動実績

活動内容

　町内で活動しているスポーツや文化活動、地域づ
くりに取り組んでいる団体・グループを紹介します。
掲載を希望される場合は、企画課　公聴広報班にご
応募ください。

　平成24年から始まり、フラダンスを通じて会員相
互の親睦を図りながら、地域の方々に元気になって
いただこうと、平成25年度からクラブに移行して活
動しています。
　ベトナムからの研修生２名や園児、小学生も参加
し現在16名で活動しています。
　町内の行事イベントで日ごろの練習の成果を発表
しています。
　吉備高原都市さんさん祭り、円城夏ものがたり、
社会福祉協議会やすらぎ事業所敬老会、町国際化推
進協会国際交流パーティー、御北人生大学「生き活
きふれあいの集い」「かもがわ公民館まつり」など



フォト
トピックス イベント情報

吉備高原鬼伝祭
～ふるさとの夏祭り～
●日時：平成26年8月30日（土）
　　　　午後３時～午後９時（小雨決行）

●場所：吉備高原都市さんさん広場

主催：吉備高原鬼伝祭実行委員会
　　　☎0866-56-8255

【イベント内容】
　さんさん広場で古式にのっとり
採火式を行い、祭り囃子を奏でな
がら、鬼火行列を行います。
　また、絵柄灯籠の展示、バトン
トワリング、加賀中学校の吹奏楽
演奏、吉備高原学園高等学校の古
武道演技、かよう浪漫太鼓、棒使
い、こども祭り囃子、備中神楽、
うらじゃ連演舞などの多彩なイベ
ントが繰り広げられ、フィナーレ
には灯籠の灯りの上に打ち上げ花火が華麗に舞います。
　食と物産市も同時開催します。

おにでんさい
ばやし

吉備中央町合併10周年記念事業
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【
今
月
号
の
表
紙
】

▼
今
月
の
表
紙
は
豊
岡
地
区
で
の
ホ

タ
ル
が
舞
っ
て
い
る
写
真
で
す
。

　
今
年
も
、
た
く
さ
ん
の
ホ
タ
ル
が

豊
岡
川
や
田
植
え
が
終
わ
っ
た
ば
か

り
の
田
ん
ぼ
の
周
り
を
光
を
放
ち
な

が
ら
華
麗
に
舞
っ
て
い
ま
し
た
。

【
編
集
後
記
】

▼
今
月
の
表
紙
撮
影
で
は
、
月
明
か

り
や
車
の
通
過
に
よ
る
ラ
イ
ト
の
光

な
ど
、
な
か
な
か
思
い
ど
お
り
に
撮

影
す
る
こ
と
が
で
き
ず
大
変
で
し
た

が
、
ホ
タ
ル
を
見
る
た
め
に
町
外
か

ら
訪
れ
た
方
々
と
お
話
を
し
た
り
と

楽
し
い
撮
影
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　
岡
山
市
か
ら
来
た
学
生
や
地
元
豊

岡
出
身
で
福
山
市
在
住
の
方
、
ブ
ッ

ポ
ウ
ソ
ウ
の
撮
影
で
千
葉
か
ら
来
ら

れ
て
い
る
方
な
ど
、
カ
メ
ラ
を
構
え

た
り
、
の
ん
び
り
眺
め
た
り
と
、
皆

さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
に
ホ
タ
ル
を
楽
し
ん

で
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
貴
重
な
自
然
の
風
景
を
身
近
に
見

る
こ
と
が
で
き
る
こ
の
町
の
す
ば
ら

し
さ
を
感
じ
る
と
と
も
に
、
ホ
タ
ル

を
保
護
す
る
た
め
、
地
域
の
方
々
が

努
力
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
、

あ
ら
た
め
て
感
謝
し
た
撮
影
に
な
り

ま
し
た
。�

石
井

　豊岡川しじみとり
　５月29日、豊岡川愛護会（会長黒

くろ
田
だ
重
しげ
德
のり
さん）が、御北幼稚園周辺の豊岡

川に町内の幼稚園児を招いて、しじみとりを開催しました。
　地元住民８名で構成される豊岡川愛護会は、河川の草刈りなど豊岡川の環境
保全に取り組まれており、子どもたちに川遊びを楽しんでもらおうと、毎年こ
の時期、町内園児を招待してしじみ採りを行っています。
　当日は晴天のもと、町内４幼稚園の年長児30名が参加。園児たちは川に入
ると、水面をのぞき込んでは、一生懸命しじみを採っていました。

　吉備の里ふるさと祭り
　６月１日「吉備の里ふるさとまつり」（主催=社会福祉法人吉備の里）が開催されました。
　このイベントは、地域の団体・事業所、吉備高原学園高等学校をはじめ川崎医療福祉大学などボランティアの
協力により毎年開催されています。
　開会式のあと、吉備高原小学校高学年児童の鼓笛隊演奏でにぎやかにスタートしました。
　会場内ではバトントワリングやチアリーディングショー、来場者が参加しての長縄跳び大会や竹筒を使った竹
パンづくりなどの体験コーナーが設けられ、施設利用者とその家族、地域の方々が交流を深めていました。

　第23回釣り＆つかみ取り大会
　６月８日、竹谷公園（豊野）で、「第23回釣り＆つかみ取り大会」（主催=楽しくやろう会）が開催され、町
内外から訪れた家族連れや釣り愛好者など約200名が、自然に囲まれながら魚釣りなどを楽しみました。
　当日は、公園内の川や堀に約600匹のマスが放流され、ミミズなどをエサに、竿を構えた参加者が次々とマス
を釣り上げていました。魚のつかみ取りでは、子どもたちが、素早く逃げるマスを追いかけながら歓声を上げて
いました。
　また、会場内では、紙飛行機大会やマスの塩焼きなども用意され、参加者は大会を楽しんでいました。

鼓童交流公演

【お問い合わせ先】　ロマン高原かよう総合会館　☎０８６６ー５４ー１３０１

日　時　９月28日（日）　17：00開演　16：30開場
場　所　ロマン高原かよう総合会館　レインボーホール
料　金　一般前売 2,000円（一般当日 2,500円）　
　　　　高校生以下前売 500円（高校生以下当日 700円）
　　　※ 未就学児は無料。（保護者の方のお席で膝の上でご覧ください。ただ 

し、お席が必要な場合は、高校生以下チケットをご購入ください）
　　　※全席自由席
　　　※ この公演の入場料は、合併10周年記念事業のため、特別料金となっ 

ています。

チケット販売開始　７月23日（水）
チケット販売場所　 ロマン高原かよう総合会館、加茂川総合事務所、吉川支所、大和支所、井原出張所、総

合福祉センター、ぎんざやプレイガイド（岡山市）、山陽新聞社サービスセンター（岡
山市）、天満屋ハピータウンリブ１階サービスカウンター（総社市）、ポルカ天満屋
ハピータウン２階ハピーカウンター（高梁市）、サンプラザ１階インフォメーショ
ン（真庭市）、チケットぴあ（Ｐコード：237－908)、岡山県音楽文化協会（岡山市）

主　催　ロマン高原かよう総合会館　　共　催　岡山県音楽文化協会

　国際的な公演活動を展開する太鼓芸能
集団「鼓童」。トークや体験コーナーを
はさみながら、和太鼓の楽しさを近い距
離で感じていただける公演です。お年寄
りから子供まで楽しめますので、ぜひご
家族そろってお越しください。

お
詫
び
と
訂
正

　広報きびちゅうおう７月号、14頁の放送川柳欄においてお名前に誤りがありましたので、ここ
にお詫びするとともに、訂正いたします。

　誤　仁澤昴太郎さん　　➡　　正　仁澤昂太郎さん


